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自
主
財
源 

依
存
財
源 

諸収入（8.1％）13億8,924万8千円 

市税（29.1％）50億2,899万円 

繰入金（7.6％）13億868万2千円 

分担金及び負担金（1.6％） 
2億6,640万7千円 
使用料及び手数料（1.2％） 
2億1,383万1千円 

繰越金（1.7％）3億円 

財産収入(0.5％）8,806万9千円 

寄附金（0.0％）150万1千円 

地方交付税（22.0％）38億円 

市債（9.8％）16億9,480万円 

国庫支出金(6.8％)11億7,125万2千円 

県支出金(4.9％)8億4,922万円 

地方譲与税（2.8％）4億9,040万円 

その他（1.5％）2億5,760万円 

地方消費税交付金（2.4％） 
4億1,000万円 

土木費（17.4％）30億1,057万4千円 

民生費（20.3％）35億211万2千円 

教育費（8.7％）15億55万1千円 

公債費（10.6％）18億2,518万7千円 

総務費（11.1％）19億1,888万3千円 

衛生費（8.8％）15億2,571万1千円 

商工費（7.5％）12億9,722万5千円 

議会費（0.9％）1億6,274万円 

災害復旧費（5.2％）8億9,215万7千円 

労働費（0.4％）7,497万円5千円 

諸支出金（0.1％）1,357万6千円 

予備費（0.1％）1,000万円 

農林水産業費（5.2％） 
       8億9,368万4千円 

歳　入 歳　出 

総　額 
172億7,000万円 
（前年度当初比16.2％減） 

消防費（3.7％）6億4,262万5千円 

 

 

 

     

会計区分 平成18年度当初予算 平成17年度当初予算 比較増減率 

一 般 会 計  17,270,000,000 円 20,610,000,000 円 △16.2 ％ 

特 別 会 計  14,118,924,000 円 12,994,185,000 円 8.7 ％ 

① 国 民 健 康 保 険  3,081,280,000 円 3,073,379,000 円 0.3 ％ 

② 老 人 保 健  4,479,555,000 円 4,300,639,000 円 4.2 ％ 

③ 下 水 道  2,102,999,000 円 1,696,709,000 円  23.9 ％ 

④ 農 業 集 落 排 水 事 業  348,919,000 円 868,093,000 円 △ 59.8％ 

⑤ 地 域 間 交 流 セ ン タ ー  316,331,000 円 308,536,000 円 2.5 ％ 

⑥ 介 護 保 険  2,945,937,000 円 2,746,829,000 円 7.2 ％ 

⑦ 宅 地 造 成 事 業  843,903,000 円 0 円 皆増 

企 業 会 計  4,099,704,000 円 5,506,289,000 円 △25.5 ％ 

① ガ ス 事 業  2,007,955,000 円 2,193,878,000 円 △  8.5 ％ 

② 水 道 事 業  1,393,016,000 円 2,600,738,000 円 △46.4 ％ 

③ 工 業 用 水 道 事 業  698,733,000 円 711,673,000 円 △  1.8 ％ 

合 計  35,488,628,000 円 39,110,474,000円 △  9.3 ％ 

小千谷地域広域事務組合  1,560,764,000 円 1,574,550,000 円 △  0.9 ％ 

一 般 会 計 予 算 内 訳

平
成
18
年
度
予
算
と
事
業

平
成
18
年
度
は
、
中
越
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向

け
た
２
年
度
目
に
あ
た
り
ま
す
。
公
的
な
災
害
復
旧
を
完
成

さ
せ
、
生
活
再
建
を
は
じ
め
と
し
た
復
興
に
向
け
た
事
業
を

重
点
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
第
四
次
小
千
谷
市
総
合
計
画

の
初
年
度
と
し
て
、「
創
造
、
伝
統
、
自
然
が
織
り
な
す
誇
り

あ
る
ま
ち
　
お
ぢ
や
」の
実
現
に
向
け
て
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

ソバの花が咲く山本山



3 市報おぢや４月号

○
災
害
復
旧
工
事

農
地
･
農
業
用
施
設
、
道
路
、

下
水
道
な
ど
の
災
害
復
旧
工
事
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

○
震
災
記
録
誌
の
作
成

震
災
発
生
時
の
状
況
や
市
民
の

み
な
さ
ん
の
活
動
状
況
、
復
旧
・

復
興
へ
の
足
取
り
を
後
世
に
残
す

た
め
記
録
誌
を
作
成
し
ま
す
。

○
集
団
移
転
な
ど
の
た
め
の

住
宅
対
策

防
災
集
団
移
転
事
業
な
ど
に
よ

る
住
宅
移
転
を
支
援
す
る
た
め
、

三
仏
生
と
千
谷
地
内
に
宅
地
を
造

成
し
分
譲
し
ま
す
。

ま
た
、
千
谷
と
千
谷
川
地
内
に

災
害
公
営
住
宅
を
建
設
し
ま
す
。

○
就
業
・
雇
用
機
会
の
創
出

震
災
に
よ
り
事
業
再
開
で
き
な

い
自
営
業
者
や
農
林
水
産
業
者
を

対
象
に
、
仮
設
住
宅
の
管
理
な
ど

の
業
務
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
委
託
し
、
臨
時
的
な
就
業
の

場
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

○
山
本
山
の
整
備

展
望
台
の
復
旧
を
行
う
と
と
も

に
、
菜
の
花
や
ひ
ま
わ
り
な
ど
の

景
観
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

※
塩
殿
か
ら
通
行
可
能
で
す
が

山
頂
へ
は
行
け
ま
せ
ん
（
復
旧
し

だ
い
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

災
害
復
旧
中
の
箇
所
も
あ
る
た

め
通
行
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

震
災
復
興

●
震
災
記
録
誌
作
成
（
新
規
）
・
・
・
・
・
・
・
・
７
０
０
万
円

●
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金

・
・
・
・
・
１
億
２
０
０
０
万
円

●
仮
設
住
宅
管
理
経
費

・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
０
０
８
万
円

●
被
災
地
域
緊
急
雇
用
創
出
事
業

・
・
・
・
・
４
８
０
０
万
円

●
仮
設
住
宅
バ
ス
運
行
対
策
費
補
助

・
・
・
・
・
１
０
０
万
円

●
中
小
企
業
地
震
災
害
特
別
資
金
預
託

・
４
億
４
０
０
０
万
円

●
道
路
橋
り
ょ
う
臨
時
交
付
金
事
業
（
災
害
復
旧
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
億
１
６
８
万
円

●
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

・
・
・
・
・
２
億
８
０
９
４
万
円

●
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業

・
１
億
５
９
２
２
万
円

●
復
興
祈
念
式
典
の
開
催

・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
０
０
万
円

●
農
地
・
施
設
過
年
度
補
助
災
害
復
旧
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
億
６
１
６
４
万
円

●
林
業
施
設
過
年
度
単
独
災
害
復
旧
事
業

・
・
２
８
７
７
万
円

●
道
路
・
河
川
過
年
度
補
助
災
害
復
旧
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
億
５
３
９
９
万
円

●
観
光
施
設
災
害
復
旧
事
業

・
・
・
・
・
・
・
１
５
８
０
万
円

●
宅
地
造
成
事
業
（
新
規
）
・
・
・
・
・
・
８
億
３
０
０
０
万
円

●
水
道
施
設
（
浄
水
施
設
ほ
か
）
災
害
復
旧
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
億
５
０
９
１
万
円

○
震
災
復
興

事

業

と

予

算

額

造成が進む千谷地内の住宅移転用地
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○
小
千
谷
小
学
校
改
築

基
本
整
備
計
画
策
定

小
千
谷
小
学
校
改
築
の
基
本

的
な
整
備
計
画
を
ま
と
め
ま
す
。

○
市
民
会
館
・
総
合
体
育
館
　

音
響
設
備
改
修
工
事

音
響
設
備
の
改
修
を
行
い
、
さ

ら
に
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
施
設

整
備
を
進
め
ま
す
。

○
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
の

再
開

震
災
以
前
の
状
態
を
と
り
戻
せ

る
よ
う
に
、
信
濃
川
河
岸
段
丘
ウ

ォ
ー
ク
や
市
民
芸
能
ま
つ
り
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
、
講
習
会
な
ど
の
復

活
や
充
実
を
図
り
、
生
涯
学
習
や

芸
術
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

努
め
ま
す
。

○
白
山
陸
上
競
技
場
の

公
認
更
新

陸
上
競
技
場
の
公
認
更
新
を

し
、
競
技
の
普
及
や
競
技
力
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

①
人
を
育
み
文
化
の
香
る
ま
ち

（
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
）

●
文
化
施
設
建
設
基
金
積
立

・
・
・
・
・
・
・
３
０
０
０
万
円

●
市
立
小
学
校
建
設
基
金
積
立

・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
億
円

●
幼
稚
園
支
援
事
業
（
拡
充
）
・
・
・
・
・
・
・
３
４
０
８
万
円

●
小
中
学
校
耐
震
診
断

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
７
６
０
万
円

●
英
語
指
導
助
手
配
置

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４
５
３
万
円

●
情
報
教
育
補
助
者
配
置

・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
０
８
万
円

●
小
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
推
進
事
業

・
３
７
５
９
万
円

●
小
千
谷
小
学
校
改
築
事
業
（
新
規
）
・
・
・
・
・
２
０
２
万
円

●
ス
ク
ー
ル
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
事
業

・
・
・
・
・
９
６
９
万
円

●
市
民
会
館
音
響
設
備
改
修
工
事
（
新
規
）
・
・
２
５
０
０
万
円

●
地
元
産
良
質
米
購
入
促
進
事
業

・
・
・
・
・
・
３
８
９
万
円

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
策
定
事
業

・
・
・
・
・
・
・
２
８
万
円

●
白
山
陸
上
競
技
場
公
認
更
新
整
備
工
事

・
・
２
８
２
０
万
円

●
総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
音
響
改
修
事
業
（
新
規
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
３
０
万
円

②
安
全
で
快
適
な
美
し
い
環
境
の
ま
ち

（
環
境
、
防
災
、
交
通
安
全
）

●
交
通
安
全
推
進
経
費

・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
５
３
７
万
円

●
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
８
９
０
万
円

●
資
源
物
集
団
回
収
奨
励
事
業

・
・
・
・
・
・
・
７
３
３
万
円

●
利
雪
・
遊
雪
・
克
雪
フ
ェ
ア
の
開
催

・
・
・
・
１
５
０
万
円

●
克
雪
住
宅
普
及
事
業

・
・
・
・
・
・
・
１
億
５
３
２
１
万
円

●
除
雪
対
策
経
費

・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
億
１
５
６
６
万
円

●
融
雪
施
設
整
備
助
成
事
業

・
・
・
・
・
・
・
２
４
０
０
万
円

●
融
雪
施
設
整
備
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・
４
０
０
０
万
円

●
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
（
拡
充
）
・
・
・
・
・
３
０
０
万
円

①
人
を
育
み
文
化
の
香
る
ま
ち
（
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
）

改築基本整備計画が策定される小千谷小学校

公認更新のための工事が行われる白山陸上競技場



5 市報おぢや４月号

●
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
を
消
防
団
へ
配
備
（
新
規
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
０
０
万
円

●
双
方
向
消
防
無
線
整
備
事
業
（
新
規
）
・
・
・
１
４
３
０
万
円

●
防
災
会
議
開
催
（
新
規
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４
４
万
円

●
国
民
保
護
計
画
策
定
（
新
規
）
・
・
・
・
・
・
・
・
３
５
万
円

●
備
蓄
品
購
入

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
５
０
万
円

●
防
災
備
品
（
発
電
機
）
整
備
事
業
（
新
規
）
・

５
０
０
万
円

●
総
合
防
災
訓
練
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
０
０
万
円

●
中
越
大
震
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
ぢ
や
の
運
営

・
・
５
０
万
円

●
雨
量
観
測
自
動
集
計
装
置
設
置
事
業
（
新
規
）
・
５
８
０
万
円

●
通
学
路
防
犯
灯
設
置
補
助
（
新
規
）
・
・
・
・
・

２
０
万
円

●
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
０
万
円

●
し
尿
処
理
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
９
８
５
５
万
円

●
可
燃
ご
み
処
理
事
業

・
・
・
・
・
・
・
１
億
７
１
２
９
万
円

●
不
燃
ご
み
処
理
事
業

・
・
・
・
・
・
・
１
億
７
６
８
４
万
円

●
球
形
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
耐
震
化
事
業

・
・
３
億
２
４
３
２
万
円

●
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
工
事

（
市
庁
舎
、
農
業
管
理
セ
ン
タ
ー
、
市
民
会
館
、
清
流
園
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４
３
８
０
万
円

③
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

（
福
祉
、
健
康
、
医
療
）

●
障
害
者
計
画
・
障
害
福
祉
計
画
の
策
定
（
新
規
）
３
０
２
万
円

●
身
体
障
害
者
支
援
事
業
・
・
・
・
・
・
・
・
２
億
４
２
２
万
円

●
知
的
障
害
者
支
援
事
業

・
・
・
・
・
・
１
億
５
６
８
８
万
円

●
老
人
施
設
入
居
者
居
住
費
軽
減
補
助
（
新
規
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
０
０
０
万
円

●
在
宅
ね
た
き
り
老
人
介
護
手
当

・
・
・
・
・
２
６
７
９
万
円

訓
練
の
実
施
、

備
蓄
品
の
整

備
な
ど
を
進

め
ま
す
。

○
交
通
安
全
・
防
犯
体
制
の

充
実

子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
を
中
心

と
し
た
交
通
安
全
教
育
の
推
進

や
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備
に
よ

り
、
交
通
安
全
対
策
の
強
化
に
努

め
ま
す
。

ま
た
、
児
童
生
徒
の
通
学
の
安

全
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
連
携
し
、
地

域
ぐ
る
み
の
防
犯
組
織
体
制
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

②
安
全
で
快
適
な
美
し
い
環
境
の
ま
ち
（
環
境
、
防
災
、
交
通
安
全
）

○
環
境
の
保
全

良
好
な
環
境
を
将
来
に
引
き

継
い
で
い
く
た
め
、
環
境
基
本

計
画
を
も
と
に
市
民
・
事
業
者

と
協
働
し
そ
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
す
。

〇
ご
み
の
再
資
源
化
の
促
進

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
め

ざ
し
、
資
源
ご
み
の
回
収
推
進

な
ど
を
進
め
ま
す
。

○
防
災
体
制
の
強
化

震
災
を
教
訓
と
し
、
自
主
防
災

組
織
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
の
停
電
に
備

え
て
主
要
施
設
に
自
家
用
発
電

機
を
配
備
し
ま
す
。

情
報
収
集
・
伝
達
の
た
め
に

消
防
団
へ
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク

を
配
備
し
ま
す
。

消
防
団
車
両
の
全
て
に
双
方

向
無
線
を
配
備
し
ま
す
。

防
災
計
画
の
見
直
し
、
防
災

自主防災組織が参加して行われた防災訓練

（平成17年10月23日）
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●
介
護
予
防
・
地
域
支
え
合
い
事
業

・
・
・
・
２
８
７
２
万
円

●
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
事
業
（
新
規
）
・
・
１
２
２
８
万
円

●
未
満
児
保
育
促
進
事
業
補
助

・
・
・
・
・
・
・
５
４
０
万
円

●
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
（
拡
充
）
・
・
・
１
３
６
７
万
円

●
児
童
扶
養
手
当
支
給
事
業

・
・
・
・
・
・
・
８
６
３
３
万
円

●
保
育
園
併
設
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
（
試
行
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
７
万
円

●
児
童
手
当
支
給
事
業
（
拡
充
）
・
・
・
・
２
億
４
６
８
９
万
円

●
子
育
て
支
援
事
業
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

・
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
経
費
ほ
か
）

（
拡
充
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
５
８
１
万
円

●
健
康
福
祉
ま
つ
り
の
開
催

・
・
・
・
・
・
・
・
１
０
０
万
円

●
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
事
業

・
・
・
・
１
億
２
１
５
０
万
円

●
予
防
接
種
委
託
料

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
７
５
３
万
円

●
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
（
拡
充
）
・
・
・
・
７
３
１
３
万
円

●
国
民
健
康
保
険
給
付
費

・
・
・
・
・
２
０
億
２
０
６
６
万
円

●
人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
１
９
８
５
万
円

●
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
（
拡
充
）
・
・
・
・
・
・
３
０
１
万
円

●
老
人
保
健
医
療
諸
費

・
・
・
・
・
・
４
４
億
５
６
０
３
万
円

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

・
・
・
・
・
・
２
５
億
９
５
３
万
円

●
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

・
・
・
・
２
億
１
９
９
０
万
円

●
地
域
支
援
事
業
　
介
護
予
防
事
業
（
新
規
）
・
２
１
２
０
万
円

●
地
域
支
援
事
業
　
包
括
的
支
援
事
業
・
任
意
事
業
（
新
規
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４
１
６
１
万
円

●
自
動
体
外
式
除
細
動
器
配
置
（
15
台
）（
新
規
）
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
４
６
万
円

④
活
気
に
満
ち
た
産
業
の
ま
ち
（
産
業
、
経
済
）

●
就
職
支
援
嘱
託
員
経
費

・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
６
８
万
円

③
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
（
福
祉
、
健
康
、
医
療
）

○
障
害
者
計
画
・
障
害
福
祉

計
画
の
策
定

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重

し
、
共
に
支
え
合
い
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
に
向
け
、

障
害
者
施
策
を
総
合
的
、
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
の
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

○
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

保
育
園
で
試
行
開
設

さ
く
ら
保
育
園
と
片
貝
保
育
園

に
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
試

行
開
設
し
ま
す
。

○
幼
児
医
療
費
助
成
の
拡
大

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
、
幼
児
医
療
費

助
成
事
業
の
対
象
年
齢
を
、
平

成
18
年
４
月
１
日
か
ら
入
院
・

通
院
と
も
就
学
前
（
３
月
末
日
）

ま
で
に
拡
大
し
助
成
し
ま
す
。

○
学
童
保
育
事
業
の
充
実

学
童
保
育
を
運
営
す
る
団
体
の

人
件
費
な
ど
の
運
営
費
補
助
の
拡

充
や
、
学
童
保
育
支
援
職
員
を
配

置
し
て
子
育
て
支
援
を
進
め
ま
す
。

○
高
齢
者
支
援
体
制
の
充
実

と
介
護
予
防
の
推
進

高
齢
者
や
家
族
に
対
す
る
総
合

的
な
相
談
・
支
援
を
行
う
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
高

齢
者
な
ど
の
要
介
護
状
態
の
改
善

や
介
護
予
防
を
重
視
し
た
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
要
介
護
者
な
ど
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う

サ
ー
ビ
ス
体
系
の
見
直
し
を
進
め

ま
す
。

○
自
動
体
外
式
除
細
動
器
配
備

心
臓
疾
患
に
よ
る
突
然
死
対
策

と
し
て
、
４
カ
年
計
画
で
市
の
主

要
施
設
に
自
動
体
外
式
除
細
動
器

の
配
備
を
進
め
ま
す
。

さくら保育園と片貝保育園で子育て支援センターが試行開設されます



7 市報おぢや４月号

④
活
気
に
満
ち
た
産
業
の
ま
ち
（
産
業
、
経
済
）

○
就
職
支
援
相
談
員
の
増
員

就
職
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

設
置
し
、
震
災
失
業
者
や
新
規

卒
業
者
の
就
職
支
援
に
つ
い
て
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
関
係
機
関

と
連
携
し
て
取
組
み
ま
す
。

○
農
村
都
市
共
生
事
業
の
推
進

小
千
谷
市
の
「
食
と
人
と
農
」

を
活
か
し
、
市
全
体
を
活
性
化

す
る
た
め
農
村
都
市
共
生
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

山
本
山
の
中
腹
の
塩
殿
地
区

に
市
民
農
園
や
滞
在
型
市
民
農

園
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
を
平
成

19
年
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
て
工

事
を
進
め
る
と
と
も
に
、
都
市

と
の
交
流
や
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
事

業
を
進
め
ま
す
。

○
消
費
生
活
相
談

高
額
な
訪
問
販
売
や
架
空
請

求
な
ど
悪
質
な
業
者
に
よ
る
消

費
者
被
害
が
増
加
し
て
い
る
た

め
、
市
民
の
相
談
に
適
切
な
助

言
や
指
導
が
で
き
る
相
談
員
を

配
置
し
ま
す
。

○
商
店
街
の
活
性
化

空
き
店
舗
を
利
用
し
た
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
や
ま
ち
の
駅

整
備
、
大
型
店
の
撤
退
で
影
響

の
大
き
い
東
小
千
谷
地
区
の
商

店
街
の
復
興
事
業
に
対
し
て
補

助
し
、
復
興
へ
の
意
欲
あ
る
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
特
産
品
の
販
路
拡
大

震
災
に
よ
る
知
名
度
を
活
か

し
、
小
千
谷
市
の
魅
力
を
発
信

す
る
た
め
、
お
ぢ
や
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
設
立
を
支
援
し
ま
す
。

●
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
補
助

・
・
・
３
９
６
５
万
円

●
農
村
都
市
共
生
事
業
（
農
村
都
市
共
生
推
進
事
業)

（
新
規
含
む
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
０
７
７
万
円

●
生
産
調
整
推
進
対
策
奨
励
補
助

・
・
・
・
・
２
０
０
０
万
円

●
農
業
基
盤
整
備
事
業
（
新
規
含
む
）
・
・
・
１
億
５
６
４
万
円

●
農
村
都
市
共
生
事
業
（
新
山
村
振
興
等
農
林
漁
業
特
別

対
策
事
業
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
億
４
８
０
９
万
円

●
農
村
都
市
共
生
事
業
（
美
し
い
む
ら
づ
く
り
総
合
整
備
事
業
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
億
１
９
８
１
万
円

●
消
費
生
活
相
談
員
設
置
（
新
規
）
・
・
・
・
・
・
・
５
０
万
円

●
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
補
助

・
・
・
・
・
・
３
０
０
万
円

●
Ｔ
Ｍ
Ｏ
小
千
谷
運
営
費
補
助

・
・
・
・
・
・
・
１
８
０
万
円

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
補
助
（
新
規
）
・
・
１
１
５
万
円

●
復
興
ま
ち
の
駅
設
置
事
業
補
助
（
新
規
）
・
・
・
２
５
０
万
円

●
東
小
千
谷
地
区
商
店
街
復
興
事
業
補
助
（
新
規
）
１
０
０
万
円

⑤
豊
か
な
自
然
環
境
と
共
生
す
る
ま
ち

（
都
市
基
盤
）

●
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
補
助

・
・
・
・
３
７
５
０
万
円

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
購
入
（
新
規
）
・
・
・
・
・
３
０
０
万
円

●
バ
ス
路
線
運
行
費
等
補
助

・
・
・
・
・
・
２
６
４
３
万
円

●
西
小
千
谷
１
号
線
道
路
改
良
事
業

・
・
２
億
９
３
０
０
万
円

●
道
路
橋
り
ょ
う
新
設
改
良
事
業

・
・
・
・
・
９
７
９
９
万
円

●
河
川
整
備
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
６
５
０
０
万
円

●
都
市
計
画
変
更
業
務
経
費
（
新
規
）

・
・
・
・
７
０
０
万
円

●
優
良
宅
地
開
発
事
業
補
助

・
・
・
・
・
・
・
１
０
０
０
万
円

●
東
栄
元
中
子
線
整
備
事
業
・
・
・
・
・
・
・

２
６
１
０
万
円

●
住
宅
建
築
資
金
融
資
事
業
・
・
・
・
・
・
・

９
３
０
０
万
円

山本山クラインガルテンイメージ図
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●
公
共
下
水
道
汚
水
管
渠
工
事

・
・
・
・
４
億
４
３
５
０
万
円

●
岩
沢
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業

・
・
・
・
・
６
５
３
７
万
円

●
上
片
貝
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業

・
・
・
・
９
０
１
７
万
円

●
ガ
ス
供
給
設
備
整
備
事
業
（
導
管
ほ
か
）
１
億
４
６
１
０
万
円

●
ガ
ス
熱
量
変
更
（
13
Ａ
化
）
事
業

・
・
１
億
５
９
４
０
万
円

●
水
道
施
設
整
備
事
業
（
配
水
管
ほ
か
）
・
１
億
７
７
４
３
万
円

●
信
濃
川
右
岸
堤
防
改
修
事
業
推
進

●
国
道
１
１
７
号
千
谷
島
環
状
線
道
路
改
良
事
業
推
進

●
一
級
河
川
茶
郷
川
・
表
沢
川
改
修
事
業
推
進

⑥
人
と
人
と
が
ふ
れ
あ
う
ま
ち

（
交
流
、
市
民
参
加
）

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
活
動
費
補
助

・
・
・
・
・
・
１
５
０
万
円

●
お
ぢ
や
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
設
立
事
業
補
助
（
新
規
）
２
０
０
万
円

●
サ
ン
プ
ラ
ザ
駐
車
場
拡
張
（
新
規
）
・
・
・
・
２
７
０
０
万
円

●
船
岡
公
園
桜
増
殖
工
事
（
新
規
）

・
・
・
・
・
２
０
０
万
円

●
山
本
山
景
観
形
成
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
６
６
万
円

●
町
内
集
会
施
設
等
整
備
事
業
費
補
助

・
・
・
１
５
０
０
万
円

●
山
本
山
高
原
ス
キ
ー
場
再
開
・
存
続
活
動
事
業

計
画
推
進
の
た
め
に

●
行
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
策
定
（
新
規
）
・
・

５
４
万
円

●
行
政
改
革
推
進
委
員
会
経
費
・
・
・
・
・
・
・
・

４
０
万
円

●
補
助
金
検
討
委
員
会
経
費

・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
５
万
円

●
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・
７
８
万
円

■
問
い
合
わ
せ
／

企
画
財
政
課
へ

�
83
・
３
５
０
７

⑥
人
と
人
と
が
ふ
れ
あ
う
ま
ち
（
交
流
、
市
民
参
加
）

計
画
推
進
の
た
め
に

市
民
本
意
の
行
財
政
改
革
を

推
進
す
る
た
め
、
集
中
改
革
プ

ラ
ン
の
策
定
、
補
助
金
な
ど
の

見
直
し
、
市
民
と
行
政
の
役
割

分
担
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
推
進
し
ま
す
。

○
町
内
集
会
施
設
整
備
補
助

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
育

成
す
る
た
め
、
町
内
集
会
施
設

整
備
を
支
援
し
ま
す
。

○
船
岡
公
園
の
整
備

震
災
復
旧
を
継
続
し
て
実
施

す
る
と
と
も
に
、
老
木
化
し
た

桜
を
年
次
計
画
に
よ
り
植
え
替

え
、
よ
り
素
晴
ら
し
い
桜
の
名

所
と
な
る
よ
う
整
備
し
ま
す
。

⑤
豊
か
な
自
然
環
境
と
共
生
す
る
ま
ち
（
都
市
基
盤
）

○
都
市
計
画
変
更

用
途
地
域
、
都
市
計
画
道
路

な
ど
の
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

○
農
業
集
落
排
水
の
整
備

岩
沢
地
区
の
使
用
が
開
始
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
上
片
貝
地
区

の
工
事
を
進
め
ま
す
。

○
豪
雨
対
策

豪
雨
時
に
氾
濫
し
や
す
い
箇

所
の
河
川
整
備
を
順
次
進
め
ま

す
。ま

た
、
一
級
河
川
の
茶
郷

川
・
表
沢
川
に
つ
い
て
は
新
潟

県
と
連
携
し
て
事
業
着
手
に
向

け
継
続
し
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

震災復旧と桜の木の植え替えが進められ

る船岡公園（震災前）

氾濫する表沢川（平成17年６月）
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小
千
谷
市
魚
沼
市
川
口
町
医
師
会

新
潟
県
中
越
大
震
災

医
療
活
動
の
記
録
を
発
刊

小
千
谷
市
魚
沼
市
川
口
町
医

師
会
は
新
潟
県
中
越
大
震
災
に

関
す
る
「
小
千
谷
市
魚
沼
市
川

口
町
医
師
会
の
医
療
活
動
の
記

録
」
を
発
刊
し
、
３
月
24
日
�

小
千
谷
市
に
ご
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
の
本
は
新
潟
県
中
越
大
震

災
に
お
け
る
医
療
機
関
・
医
師

会
の
活
動
、
保
健
師
の
活
動
、

外
部
か
ら
の
医
療
支

援
、
心
の
ケ
ア
、
車
中

泊
者
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク

ラ
ス
症
候
群
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
、
透
析

医
療
な
ど
を
記
録
し
た

も
の
で
す
。
全
体
で
２

９
５
ペ
ー
ジ
に
及
び
、

２
０
０
０
部
が
作
成
さ

れ
ま
し
た
。

小
千
谷
市
魚
沼
市
川

口
町
医
師
会
で
は
日
赤

医
療
チ
ー
ム
、
各
県
医

師
会
、
県
内
の
各
市
な

ど
大
震
災
で
支
援
を
い

た
だ
い
た
機
関
・
団
体

に
３
月
末
ま
で
に
配
布

し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
本
は
図

書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

小千谷市褒賞条例褒賞者表彰式

市制施行記念日に７人を表彰

小
千
谷
市
の
52
回
目
の
市
制
施
行
記
念
日
に
あ
た
る
３
月
10

日
�
に
市
政
に
貢
献
さ
れ
た
７
人
の
方
々
が
小
千
谷
市
褒
賞
条

例
に
基
づ
き
市
役
所
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。●

公
営
企
業
運
営
委
員
会
委
員
　

永
年
勤
続

（
15
年
以
上
）

佐
藤
昭
夫
さ
ん
（
本
町
１
）

●
体
育
指
導
委
員
永
年
勤
続

（
20
年
以
上
）

田
中
真
一
さ
ん（
池
中
新
田
）

●
学
校
薬
剤
師
永
年
勤
続

（
25
年
以
上
）

西
村
賢
明
さ
ん
（
平
沢
２
）

●
母
子
保
健
行
政
功
労

前
沢
深
雪
さ
ん
（
信
濃
町
）

●
市
議
会
議
員
永
年
勤
続

（
12
年
以
上
）

西
沢
代
三
さ
ん
（
信
濃
町
）

新
保
好
雄
さ
ん
（
千
谷
）

●
公
益
の
た
め
の
私
財
の
寄
付

戸
塚
伸
子
さ
ん
（
鎌
倉
市
）



10

小 千 谷 市 環 境 基 本 計 画 を 策 定
人と地球に優しい環境のまち‘おぢや’をめざします

小
千
谷
市
環
境
基
本
計
画
が
平
成
18
年
３
月
１
日
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
今
後
の
環
境
行
政
の
方
向
性
と
市
民
・
事
業
者
・
市

の
環
境
保
全
に
向
け
た
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
な
る
市
民
策
定
会
議
を
設
け
、

計
画
へ
の
提
言
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
１
月
に
基
本
計
画
案
に
対
し
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
反

映
さ
せ
て
い
ま
す
。

主
な
内
容
は
小
千
谷
市
の
自
然
や
生
活
環
境
を
守
り
将
来
に
伝
え
る
た
め
循
環
型
社
会
の
実
現
に
む
け
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
地

球
環
境
を
意
識
し
、
無
駄
を
な
く
す
な
ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
す
と
と
も
に
市
民
・
事
業
者
・
市
が
協
働
で
取
り
組
む
も
の
で
す
。

な
ぜ
計
画
を
作
る
の
？

経
済
社
会
活
動
の
拡
大
や
生

活
の
利
便
性
の
追
及
は
廃
棄
物

問
題
や
資
源
の
枯
渇
、
地
球
温

暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
破
壊
を
は
じ

め
と
す
る
地
球
環
境
問
題
を
引

き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
環
境
や
資
源
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
地
球
か
ら
の

恩
恵
を
将
来
世
代
も
享
受
で
き

る
社
会
（
持
続
可
能
な
社
会
）
の

構
築
が
今
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
民
参
加
に
よ
る

計
画
の
推
進

市
民
参
加
の
計
画
づ
く
り

応
募
さ
れ
た
市
民
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
と
話
し
合
い
、
考
え
、

計
画
づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

計
画
の
期
間

平
成
18
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で

の
10
年
間
で
す
。

市
民
・
事
業
者
・
市
の
協
働

環
境
の
保
全
に
向
け
て
は
、

市
民
・
事
業
者
・
市
の
各
主
体

の
連
携
・
協
力
と
積
極
的
な
参

加
が
必
要
で
す
。
計
画
で
は
、

そ
の
た
め
の
役
割
や
取
組
の
具

体
的
な
指
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

�
83
・
３
５
０
９

豊
か
な
自
然
が
残
る
信
濃
川
の
水
辺

◆
小
千
谷
市
環
境
審
議
会

◆
小
千
谷
市
環
境
調
整
会
議

◆
お
ぢ
や
環
境
会
議
（
仮
称
）

市
民
・
事
業
者
に
よ
る
計

画
推
進
の
た
め
の
組
織
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◆四季の豊かな自然を育て、水辺やみどりとのふれあ
いを大切にするまち
小千谷市は、信濃川などの水辺、広大な森林など四季折々に

変化する豊かな自然に恵まれています。これら良好な環境を守
り、育てていくとともに、市民が自然とふれあえる空間を確保
することも大切です。良好な環境を人間だけでなく生息・生育
する全ての動植物と共有していることを認識し、将来世代に引
き継いでいく社会をつくっていきます。

◆人の生活と環境への負荷のバランスをとりながら、潤
いをもって暮らしていけるまち
おいしい空気、澄んだ水のある豊な自然に囲まれた文化の香

る活気のあるまち。このような快適な生活環境を実現するため
には、人が日常生活や事業活動を通じて環境に与えている負荷
を少なくすることが大切です。市民一人ひとりがこのことを意
識し、豊かでゆとりのある暮らしをしていくことができる社会
をつくっていきます。

◆一人ひとりがムダをなくす努力をし、地球へのやさ
しさを感じるまち
地球温暖化をはじめとする地球規模での環境問題が顕在化し

ていますが、その多くは人の日常生活や事業活動による資源・
エネルギーの大量消費などにより過大な負荷をかけた結果とい
えます。これまでの日常生活や事業活動のスタイルを見直し、
環境にやさしいエネルギー利用や限りある資源を有効に活用す
ることが必要です。市民一人ひとりが地球環境を意識し、ムダ
を無くすことができる社会をつくっていきます。

◆みんなが環境に対する高い意識を持ち、お互いに助
け合い行動するまち
望ましい環境の達成のためには、市民・事業者・市それぞれ

が環境に対する高い意識を持ち、理解を深めることが大切です。
それぞれの主体が共に助け合い学び合い、環境の保全に対し責
任と役割を果たすことができる社会をつくっていきます。

●森林の保全
●農地の保全・活用
●水辺環境の保全
●生態系の保全
●自然とのふれあいの
推進

●暮らしやすく個性あ
るまちづくりの推進

●公害のないまちづく
りの推進

●廃棄物の適正処理と資
源の循環利用の推進

●地球環境問題への対応
●エネルギーの有効活用
●水資源の保全

●環境情報の共有
●環境教育・環境学習
の推進

●地域における環境活動
とパートナーシップの
推進

■計画の体系

基本方針１　豊かな自然を守り、育てていく

基本方針2 快適な生活環境を維持し、循環型社会を
めざしていく

基本方針3 地球環境保全を意識し、行動していく　

基本方針4 環境保全のための取組を支える基盤を
整えていく　

人

間

と

自

然

と

の

共

生

の

下

で

恵

み

豊

か

な

環

境

を

将

来

に

伝

え

る

市
民
・
事
業
者
・
市
の
取
り
組
み

小 千 谷 市 の め ざ す 環 境 実現するための取り組み

望 ま し い 環 境 像 取り組みの方針基本目標



排
水
設
備
工
事
は
お
早
め
に

処
理
区
域
内
に
家
屋
（
事
務

所
を
含
む
）
を
所
有
す
る
方
は
、

遅
滞
な
く
排
水
を
下
水
道
に
接

続
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
の
使
用
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
区
域
は
、
す
み
や

か
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

※
汲
み
取
り
便
所
を
使
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
３
年
以
内
に
水

洗
ト
イ
レ
へ
改
造
し
て
く
だ
さ

い
。

工
場
の
排
水
も
下
水
道
へ

工
場
な
ど
の
排
水
も
下
水
道

に
排
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

排
水
の
中
に
有
害
物
質
が
含

ま
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
を

除
去
す
る
た
め

の
設
備
を
設
置

し
て
下
水
道
に

接
続
し
て
く
だ

さ
い
。

排
水
設
備
工
事
は

指
定
工
事
店
に

排
水
設
備
工
事
は
、
小
千
谷

市
排
水
設
備
等
工
事
店
で
な
け

れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

工
事
に
必
要
な
手
続
き
も
指

定
工
事
店
が
代
行
し
ま
す
。

下
水
道
使
用
料

下
水
道
に
接
続
さ
れ
ま
す
と

下
水
道
使
用
料
が
か
か
り
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
は
次
の
と
お
り

で
す
。

基
本
使
用
料
／
汚
水
排
除
量

が
10
�
ま
で
１,
５
７
５
円

超
過
使
用
料
／
汚
水
排
除
量

が
10
�
を
超
え
る
分
１
�
当
た
り

１
５
７
・
５
０
円

※
こ
の
金
額
に
は
、
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
が
含
ま
れ
て
お

り
ま
す
。

使
用
料
を
算
定
す
る
た
め
の

汚
水
使
用
量
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

①
上
水
道
の
み
使
用
し
て
い
る

場
合
は
、
上
水
道
の
使
用
量
に

な
り
ま
す
。

②
井
戸
水
な
ど
の
自
家
水
を
使

用
し
て
い
る
場
合
は
、
家
族
１

人
に
つ
き
６
�
／
月
で
計
算
し
ま

す
。

③
上
水
道
と
井
戸
水
な
ど
の
自

家
水
を
併
用
し
て
い
る
場
合
は
、

自
家
水
分
を
１
人
３
�
／
月
と
し

て
、
そ
れ
に
上
水
道
の
使
用
量

を
合
算
し
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
の
お
支
払
い

に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
、
市
内
の
各
金

融
機
関
と
下
水
道
課
に
あ
り
ま

す
。

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

処
理
区
域
内
に
土
地
を
所
有

(

使
用)

し
て
い
る
方
に
は
、
受
益

者
負
担
金
が
か
か
り
ま
す
。

こ
の
負
担
金
は
、
下
水
道
事

業
の
建
設
費
の
一
部
と
し
て
土

地
の
所
有
（
使
用
）
者
か
ら
土

地
の
面
積
に
応
じ
て
負
担
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

該
当
者
に
は
、
す
で
に
書
類

を
発
送
済
み
で
す
。

な
お
現
在
、
受
益
者
負
担
金

を
納
め
て
い
る
方
で
、
土
地
や

建
物
の
売
買
、
相
続
な
ど
に
よ

り
受
益
者
が
変
わ
る
場
合
は
、

変
更
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

使
用
に
つ
い
て
の
お
願
い

ト
イ
レ
で
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の
を
流
す

と
つ
ま
り
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

台
所
で
は
、
い
ら
な
く
な
っ

た
食
用
廃
油
な
ど
は
、
処
理
剤

等
を
利
用
し
ゴ
ミ
と
し
て
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。

合
成
洗
剤
は
、
無
リ
ン
の
も

の
を
使
用
し
、
ま
た
、
ガ
ソ
リ

ン
、
シ
ン
ナ
ー
、
オ
イ
ル
な
ど

の
危
険
物
は
絶
対
に
流
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

排
水
設
備
設
置
資
金
貸
付
制
度

排
水
設
備
工
事
に
必
要
な
資

金
を
年
利
１
・
８
５
％
、
最
高

１
０
０
万
円
ま
で
融
資
す
る
制

度
を
設
け
て
お
り
、
郵
便
局
を

除
く
市
内
金
融
機
関
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
下
水
道

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

平
成
18
年
３
月
31
日
�
か
ら
、
西
小
千
谷
、
東
小
千
谷
、
城
川
、
千
田
の
各
地
区
で
新
た
に
下
水
道
を
使
用
で
き
る
処
理
区
域
が
拡
大
し
ま
し
た
。
処
理
区
域

の
範
囲
は
地
図
の
と
お
り
で
す
。

下
水
道
の
処
理
区
域
が
拡
大

■
問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課
　
�
83
・
３
５
１
６

12

●
小
千
谷
市
下
水
道
事
業



西小千谷第３処理分区 西小千谷第３処理分区 

小粟田処理分区 小粟田処理分区 

片貝処理分区 片貝処理分区 

高梨処理分区 高梨処理分区 

西小千谷第２処理分区 西小千谷第２処理分区 

西小千谷第１処理分区 西小千谷第１処理分区 

東小千谷 
第５処理分区 
東小千谷 
第５処理分区 

東小千谷 
第４処理分区 
東小千谷 
第４処理分区 

東小千谷 
第３処理分区 
東小千谷 
第３処理分区 

東小千谷第２処理分区 東小千谷第２処理分区 

東小千谷第１処理分区 東小千谷第１処理分区 

東小千谷第６処理分区 東小千谷第６処理分区 

平成17年度下水道供用区域（略図） 

既 供 用 開 始 区 域  

平成18年3月31日供用開始区域 

13 市報おぢや４月号



14

東
山
小
学
校
で
３
月
24
日
�

卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
東

山
小
学
校
は
新
潟
県
中
越
大
震

災
で
校
舎
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
大

き
な
被
害
を
受
け
、
東
小
千
谷

小
学
校
の
校
舎
を
借
り
て
授
業

を
し
て
き
た
た
め
　
こ
の
日
は

２
年
ぶ
り
の
自
校
で
の
卒
業
式

と
な
り
ま
し
た
。

10
人
の
卒
業
生
は
１
人
ず
つ

校
長
先
生
か
ら
卒
業
証
書
を
う

け
、
在
校
生
の
「
錦
鯉
の
歌
」、

「
闘
牛
の
歌
」
に
送
ら
れ
母
校
を

後
に
し
ま
し
た
。

な
お
、
東
山
小
学
校
で
は
４

月
か
ら
復
旧
し
た
校
舎
で
授
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。

市
役
所
人
事
異
動

小
千
谷
市
と
小
千
谷
地
域
広
域
事
務
組
合
は
、
平
成
18
年
４
月
１
日
付

け
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
係
長
以
上
を
掲
載
し
ま
す
。

※
氏
名
の
後
の
（

）
は
前
職
で
す
。

小
千
谷
市
分

○
一
般
事
務
職

【
課
長
級
】

▽
税
務
課
長
・
清
水
敏
雄
（
社
会
教
育
課
長
）
▽
社
会
教
育
課
長
・
西

脇
秀
夫
（
市
民
生
活
課
長
）
▽
市
民
生
活
課
長
・
和
田
征
和
（
税
務
課

長
）
▽
会
計
課
長
・
広
井
哲
雄
（
健
康
セ
ン
タ
ー
参
事
昇
任
）
▽
ガ
ス

水
道
局
参
事
・
猪
又
英
彦
（
同
・
昇
格
）
▽
健
康
セ
ン
タ
ー
長
・
関
田

孝
史
（
議
会
事
務
局
参
事
昇
格
）

【
課
長
補
佐
級
】

▽
農
林
課
参
事
・
平
沢
肇
（
建
設
課
参
事
）

▽
健
康
福
祉
課
参
事
・

久
保
田
幾
規（
商
工
観
光
課
参
事
）▽
総
務
課
参
事
・
大
矢
幹
雄
（
同
・

課
長
補
佐
昇
任
）
▽
建
設
課
参
事
・
星
野
康
之
（
農
林
課
課
長
補
佐
昇

任
）
▽
市
民
生
活
課
参
事
・
大
塚
幸
夫
（
同
・
課
長
補
佐
昇
任
）
▽
商

工
観
光
課
課
長
補
佐
・
滝
沢
清
一
（
ガ
ス
水
道
局
業
務
課
長
）

▽
議
会
事
務
局
次
長
・
池
正
（
健
康
福
祉
課
課
長
補
佐
）
▽
ガ
ス
水
道

局
業
務
課
長
・
中
村
一
吉
（
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
長
昇
任
）
▽
総

務
課
課
長
補
佐
・
草
野
薫
（
建
設
課
管
理
係
長
昇
任
）

【
係
長
級
】

▽
企
画
財
政
課
管
財
係
長
・
佐
藤
達
夫
（
健
康
セ
ン
タ
ー
保
健
係
長
）

▽
学
校
教
育
課
学
事
係
長
・
中
山
正
則
（
企
画
財
政
課
管
財
係
長
）

▽
監
査
委
員
事
務
局
監
査
係
長
・
小
林
登
（
総
務
課
文
書
統
計
係
長
）

▽
健
康
セ
ン
タ
ー
保
健
係
長
・
牧
野
昭
（
農
林
課
災
害
係
長
）
▽
農
林

課
災
害
係
長
・
堀
沢
常
夫
（
広
域
事
務
組
合
施
設
係
長
）
▽
ガ
ス
水
道

局
工
務
係
長
・
渡
辺
良
平
（
農
林
課
農
地
林
務
係
長
）
▽
議
会
事
務
局

庶
務
議
事
係
長
・
目
崎
通
（
学
校
教
育
課
学
事
係
長
）
▽
下
水
道
課
管

理
係
長
・
渡
辺
均
（
議
会
事
務
局
庶
務
議
事
係
長
）
▽
学
校
教
育
課
庶

務
係
長
・
羽
毛
田
昌
敏
（
建
設
課
建
築
住
宅
係
長
）
▽
建
設
課
管
理
係

長
・
丸
山
宏
（
健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
長
）
▽
税
務
課
資
産
税
係

長
・
和
田
尚
（
社
会
体
育
課
社
会
体
育
係
長
）
▽
社
会
教
育
課
社
会
教

座間校長から卒業証書を受ける卒業生

東山小学校
復旧した校舎で２年ぶりの卒業式

新学期から自校で授業を再開

東山小学校を巣立った10人の卒業生
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育
係
長
・
和
田
顕
雄（
農
林
課
農
政
係
長
）▽
総
務
課
文
書
統
計
係
長
・

間
野
栄
（
下
水
道
課
管
理
係
長
）
▽
農
林
課
農
地
林
務
係
長
・
濁
川
三

夫
（
ガ
ス
水
道
局
工
務
係
長
）
▽
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係
長
・
長
谷

川
秀
樹
（
総
務
課
地
域
振
興
支
援
職
員
）
▽
社
会
体
育
課
社
会
体
育
係

長
・
上
村
健
蔵
（
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係
長
）
▽
地
域
間
交
流
セ
ン

タ
ー
総
務
係
長
・
佐
藤
甲
三
（
学
校
教
育
課
庶
務
係
長
）
▽
健
康
福
祉

課
子
育
て
支
援
係
長
・
大
塚
良
夫
（
地
域
間
交
流
セ
ン
タ
ー
総
務
係
長
）

▽
農
林
課
農
政
係
長
・
岡
村
忠
栄
（
税
務
課
資
産
税
係
長
）
▽
建
設
課

建
築
住
宅
係
長
・
菊
田
隆
（
建
設
課
主
幹
・
昇
任
）

○
保
育
士
【
園
長
級
】

▽
わ
か
ば
保
育
園
長
・
榎
田
と
み
子
（
西
保
育
園
長
）
▽
西
保
育
園

長
・
丸
山
君
子
（
北
保
育
園
長
）
▽
北
保
育
園
長
・
和
田
千
栄
子
（
わ

か
ば
保
育
園
長
）
▽
す
み
れ
保
育
園
長
・
岸
弥
生
（
南
保
育
園
長
）
▽

南
保
育
園
長
・
阿
部
康
子
（
片
貝
保
育
園
主
幹
昇
任
）

小
千
谷
地
域
広
域
事
務
組
合
分

○
一
般
事
務

異
動
（
平
成
18
年
４
月
１
日
付
）

【
係
長
級
】

▽
総
務
課
施
設
係
長
・
富
山
広
栄
（
監
査
委
員
事
務
局
監
査
係
長
）

○
消
防
職
員

【
課
長
補
佐
級
】

▽
予
防
課
長
消
防
司
令
・
安
藤
高
志
（
川
口
出
張
所
長
消
防
司
令
）

▽
川
口
出
張
所
長
消
防
司
令
・
新
保
久
（
予
防
課
危
険
物
係
長
昇
任
）

【
係
長
級
】

▽
警
防
課
警
防
係
長
消
防
司
令
・
関
代
志
泰
（
庶
務
課
庶
務
係
長
）

▽
庶
務
課
庶
務
係
長
消
防
司
令
・
瀬
沼
務
（
予
防
課
予
防
係
長
）

▽
予
防
課
予
防
係
長
消
防
司
令
補
・
中
野
正
和
（
警
防
課
警
防
係
長
消

防
司
令
補
）
▽
川
口
出
張
所
副
出
張
所
長
消
防
司
令
補
・
新
保
淳
（
予

防
課
消
防
司
令
補
昇
任
）
▽
予
防
課
危
険
物
係
長
消
防
司
令
補
・
関
俊

孝
（
予
防
課
消
防
司
令
補
昇
任
）

退
職
（
平
成
18
年
３
月
31
日
付
）

【
課
長
級
】

▽
会
計
課
長
・
品
田
茂

小千谷の遺跡　～百塚
ひゃくづか

～

小千谷は遺跡（埋蔵文化財）の宝庫と言われるほど多くの遺
跡が眠っており、現時点で200箇所以上も確認されています。
市教育委員会では、その中で小千谷の歴史上特に重要なもの９
件を市文化財に指定し保護しています。今回は「百塚」につい
てご紹介します。
百塚は、三仏生集落の西側に南北約１キロメートルの直列状

に配列された規則性を持つ塚群です。塚一基の大きさは、底径
４メートル、高さ1.5メートルの円形塚が主体で、以前は150基
以上あったといわれています。塚の造られた年代や性格につい
て書き残された文献は今のところ発見されていないので、塚の
由来については謎や伝説に包まれています。一例として、財宝
を隠した塚と同様の塚を造り盗掘されないようにしたという
説。庚申

こうしん

信仰に基づき天変地異の災
わざわ

いから免れたいという祈願
をこめて造られたという説。昔の街道に沿って造られた道

どう

標
ひょう

と
いう説などです。
この百塚は桜の名所としても知られている場所で、地元のみ

なさんが長年保護・管理をされています。花見の際に、小千谷
市の遺跡にも目を向けてみてください。

■小千谷市教育委員会

百塚の桜



平成で「絵紙で彩る雛祭り」
伝統行事でまちおこしと震災復興
江戸・明治時代から伝わる絵紙（浮世絵）で部屋を飾る
雛
ひいな

祭りが平成１・２丁目の商店街で3月18日�から4月2日
�まで開かれ、市内外から大勢の人たちが訪れました。
小千谷の雛祭りは月遅れの4月で、晴れ着を着た子どもた

ちが近所の家々を巡って、お菓子や甘酒をいただいたもの
でした。この伝統を街おこしや震災復興につなげたいと横
山久一郎さんがこのお雛さま巡りを広く呼びかけて行われ
たものです。古くから大切に守られてきた雛人形と絵紙に
来場者は目を見張っていました。

わかとち春山散策ツアー

タヌキの親子にも遭遇
3月19日�春の里山を歩くわかとち春山散策ツアーが行

われました。当日はあいにくの雨となりましたが小学生か
ら60歳まで男女23人が参加しました。
散策の途中では吉田自然観察員から所どころで随時参加

者に説明があり、新ためて春の息吹を感じていました。
参加者はマンサクの花を見たり、タヌキの親子に遭遇す

るなど感動の１日を過ごしました。
散策の後にはけんちん汁が振る舞われ、盛り上がった懇

親会となりました。

16

小千谷市体育協会による「小千谷市スポーツ
振興の集い」が3月21日�サンプラザで開催さ
れ、席上これまで小千谷のスポーツに功労のあ
った方々、優秀指導者、そして平成17年度中に
立派な成績を挙げた選手が表彰されました。
優秀選手にはトリノオリンピックに出場した

井佐英徳選手はじめ世界や全国で活躍したみな
さんが選ばれ、一人ひとりステージに上がり表
彰を受けました。
アトラクションでは、全日本学生空手道選手

権大会の形の部で優勝した明治大学4年の大澤
美諭季選手（神奈川県）が勇壮な演武を披露し、
会場に花を添えました。

優秀選手として表彰を受けた井佐英徳選手（ワ

ールドカップ転戦のため父重雄さんが出席）

空手の形を披露する大澤美諭季選手

小千谷市スポーツ振興の集い
功労者、優秀指導者、優秀選手を表彰

まちの話題 RUPO & NEWS
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東山震災復興記念チャリティーコンサート
南ぬ風人まーちゃん　～風と大地と島を唄う～
3月12日�市民会館で沖縄県西表島出身のアーティス

ト「南（ぱい）ぬ風人（かじぴとう）まーちゃん」による震
災復興記念チャリティーコンサートが開催されました。
南ぬ風人まーちゃんが来市するのは中越大震災後3回目と
なり、今回も市民会館でのコンサートのほかに、元中子
応急仮設住宅を慰問してくださいました。
ステージでは歌詞に“小千谷”にちなんだフレーズが

織り込まれた曲が唄われ、来場者と一緒に唄ったり踊っ
たり、会場は大変な熱気に包まれました。

ドキ・ドキ・ドン一年生「あつまれ新一年生の会」
市内の3私立幼稚園主催の「あつまれ新一年生の会」が

3月11日�サンラックおぢやで開催されました。
当日は、市交通安全指導員の楽しい交通安全指導や幼

稚園の先生方によるパングラム・ゲームなどのほか、特
別ゲストとして新潟お笑い集団NAMARA所属のジャグラ
ー・エージさんの大道芸が行われ、ユーモアを交えた楽
しいパフーマンスに子どもたちやお父さん・お母さんは
大喜びでした。
最後には、来場した新一年生全員がステージに上がり、

「ドキ・ドキ・ドン一年生」の歌を元気に合唱、新一年生
には主催者からプレゼントが贈られました。

市内中学生２人が
スキー競技で世界大会出場

杵渕千佳さん
（東小千谷中学校１年・東栄３）

‘06ＦＩＳチルドレン競技大会
アベトーネ大会（イタリア）
バルディゼール大会（フランス）出場

杵渕さんは１月に湯沢町で開催されたルーレン
スチルドレンスキー大会の滑りとこれまでの実績
が認められ世界大会出場しました。
出発前に杵渕さんは「１月の大会で知り合った

イタリアの選手たちに負けないように頑張ります」
と話していました。

須貝龍さん
（東小千谷中学校３年・木津町）
‘06ＦＩＳチルドレン競技大会

ウイスラー大会（カナダ）出場
須貝さんは新潟県中学校スキー大会大回転2位、

全国中学校スキー大会大回転８位の実績が認めら
れ世界大会に出場しました。
出発を前に「カナダでの大会に出場が決まり、

精一杯頑張ろうと思っています。３種目に出場し
ますので、全種目で入賞をめざします」と決意を
語ってくれました。

まちの話題 RUPO & NEWS



健康教室・健康相談・健康診査

5.26�
5.31�

胃集団検診
■対象／40歳以上の方
■料金／1,000円（70歳以上の方は
無料）

■大腸がん検診を希望する方は、胃
検診会場でお申込ください。容器
を配布します。

18

乳幼児健診、予防接種の実施日には、先着順に番号札をお渡しします。
■番号札配布開始時間　午前中に開催の場合＝午前8時30分～、午後に開催の場合＝正午～

４カ月児健康診査

■日時／5月22日�午後１時～１
時10分受付

■対象／平成17年12月生まれ
■持ち物／バスタオル､ 母子健康
手帳、替え用のオムツ

■その他／離乳食講習会を同時実施

10カ月児健康診査

■日時／5月24日�午後１時～１時10分受付
■対象／平成17年6月生まれ
■持ち物／母子健康手帳、替え用のオムツ
■その他／離乳食後期の講習会を同時実施

１歳６カ月児健康診査

■日時／5月18日�午後1時～1時20分受付
■対象／平成16年10月生まれ
■持ち物／母子健康手帳　
■その他／歯科検診を同時に行いますので、歯をみ
がいて来てください。

２歳児歯科検診

■日時／5月25日�午前9時～9時10分受付
■対象／平成16年4月生まれ
■持ち物／母子健康手帳、お子さ
んのハブラシ

■その他／幼児食講習会と歯科衛生
士によるブラッシング指導があり
ます。
歯をみがいて来てください。

３歳児健康診査

■日時／5月31日�午後１時～１時20分受付
■対象／平成15年4月生まれ
■持ち物／目と耳のアンケート、生活習慣アンケー
ト、母子健康手帳

■その他／尿検査、歯科検診も同時に行います。歯
をみがいて来てください。また会場で採尿しにく
いお子さんは、清潔な容器に尿を入れてお持ちく
ださい。

乳幼児の健康診査乳幼児の健康診査
会場は健康センターです

＊発熱など、普段と違う症状のあるお子さんは、翌
月の健診日においでください。

うぶごえ教室
■日時／5月18日�　午前9時～12時
■対象／妊婦、１歳未満の子どもの母親など
■会場／健康センター
■内容／母乳育児と妊娠中、産後の過ご
し方などについて・料理実習、会食交
流会

■持ち物／母子健康手帳・エプロン、三
角布、お子さんの離乳食

■無料
■申込／5月15日�まで。 お子さん、ご夫婦一緒でも参
加できます。

心の健康相談

心が沈みがち、元気が出ない 、眠れ
ない、アルコール依存､家庭内暴力など
でお困りの方の相談を精神科医師がお受
けします。
■日時／5月11日�　午後１時30分～3
時
■会場／健康センター
■申込締切／5月10日�

ＡＡグループミーティング

アルコール依存を正しく理解し、互いに話し合うこと
で断酒継続をしています。
■対象者／アルコール依存やお酒で体調をこわしている
方、家族、友人

■日時／毎週水・金曜日 午後7時30
分～午後9時

■会場／健康センター
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5月の予定

検診

各種検診のご案内
指定された日時、会場で受診できない方は、都合の
よい会場で受けることができますので、健康センター
までご連絡ください。受診通知書が届いていない方で、
受診を希望する方も、健康センターにご連絡ください。

問い合わせ・申し込みは健康センターへ　�８３-３６４０

9 :00～11:00

胸部レントゲン検査・基本健康診査日程表

9 :00～10:00
13:00～14:00

稲荷町、平成２丁目

5 . 9�
14:45～15:15
9 : 0 0～ 9 : 3 0

5.10� 10:30～11:00

土 川 会 館

13:00～14:30

上 片 貝 公 会 堂

9:00～11:00

塩殿ふれあいセンター

13:00～14:30
5.11�

9 :00～11:00

市 民 会 館

栄町
13:00～14:30

5.12�

13:00～14:30
9 :00～10:45

5.15�

千谷多目的集会センター

健 康 セ ン タ ー

対　　象 月日 受付時間 会　　場

上片貝

塩殿、卯ノ木

池ヶ原、池中新田、古田

土川1・2丁目、
若葉１丁目

三仏生

西中 西 中 集 落 セ ン タ ー
山本

元町、日吉1丁目

日吉2丁目・船岡1～3丁目

13:00～15:00

9 :00～11:00
13:00～14:00

千谷
時水、藪川、両新田、
若葉2・3丁目 城 山 開 発 セ ン タ ー

三仏生多目的集会センター5.17�

5.16�

山 本 振 興 会 館

池ヶ原コミュニティセンター

胸部レントゲン検査
（結核定期健康診断・肺がん検診）
結核、肺がんの早期発見のため、職場や病院など
で検査を受ける機会のない方は受診しましょう。
65歳以上は結核予防法により受診が義務付けら

れていますので、年1回は受診してください。
■対象/65歳以上は結核定期健康診断・肺がん検診、
40～64歳は肺がん検診
■料金(肺がん検診）／200円(70歳以上無料）

基本健康診査
生活習慣病予防のため、年に１回は健診を受けま
しょう。
■対象／16歳以上
■検査項目／計測・尿検査・問診・
血圧測定・診察・血液検査・心電
図・眼底検査

■料金／無料

子宮頚がん検診・乳がん検診日程表
（40歳以上同時実施、20～38歳子宮がん検診のみ実施）

受付時間 会　場月　日
13:00～13:10
14:00～14:10
※子宮がんのみ受診される
方は、14:00～14:10受付

小千谷総合病院
5 . 1 �
5 . 8 �
5 . 1 5 �
5 . 2 2 �
5 . 2 9 �

魚 沼 病 院

5 . 1 �
5 . 8 �
5 . 1 2 �
5 . 1 5 �
5 . 1 9 �
5 . 2 2 �
5 . 2 6 �
5 . 2 9 �
5 . 2 �
5 . 9 �
5 . 1 2 �
5 . 1 6 �
5 . 1 9 �
5 . 2 3 �
5 . 2 6 �
5 . 3 0 �

13:30～13:45
14:15～14:30
※子宮がんのみ受診される方
は、月曜日14:00～14:15受付

9:00～12:30
15:00～17:30

※20～38歳の子宮がん検診
　のみ実施

森平レディスクリニック

必ず個人通知が届いてから受診してください。
指定された日が、ご都合の悪い場合は、受診日を

変更してください。
乳がん検診は、平成16年度検診よりも時間がかか

ります。余裕をもってお出かけください。
子宮頚がん検診
■対象／20歳以上の女性で、平成18年度末までに
偶数年齢になる方(隔年検診)

■料金／1,000円、70歳以上は無料

乳がん検診(マンモグラフィ・視触診併用検診)

■対象／40歳以上の女性で平成18年度末までに偶
数年齢になる方　(隔年検診) 

■料金／40～48歳 1,400円(Ｘ線写真を4枚撮影)、50～
68歳1,000円(Ｘ線写真を2枚撮影)、70歳以上無料
●対象年齢で申込みをされていなくて、検診を希望
される方は、健康センターへお申込みください。
（11～1月）

●20～38歳の方の子宮頚がん検診は5月～6月、12月
■場所／小千谷総合病院、魚沼病院、森平ﾚﾃﾞｨｽクリニック
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イベント・講座　Information

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7

回 月日 テーマ 

「震災後の心のケア」 

新潟大学医学部保健学科教授　後藤雅博さん 

「精神障害って何？」～心の病と精神障害～ 

県立精神医療センター医師   丸山直樹さん 

「精神障害者の歴史・医療の現状」 

「わがまちの精神保健福祉活動」　 

体験学習　さつき工房(精神障害者授産施設)見学 

～当事者・家族のメッセージ～ 

体験学習　地域生活支援センターオープンスペース・グループホーム見学 

～利用者からのメッセージ～ 

「聴くということ」 

県精神保健福祉センター相談員　　 

ジョイント講演 

「共に地域で暮らしていくために」 

 ※時間はいずれも午後1時30分から4時までです。 

5月31日� 

6月14日� 

6月26日� 

7月6日� 

7月25日� 

8月7日� 

8月29日� 

精神保健福祉講座受講生募集
健康センター　�83-3640

心の健康について興味や関心のある方、将来精神保健福祉のボラティ
ア活動をしてみたい方。心の健康や地域で支え合う精神保健福祉活動を
学びませんか。
■日時・講座内容／下表のとおり
■会場／サンプラザ
■受講料／無料
■申込締切／5月30日�
■申込先／社会福祉協議会（サンラックおぢや内）�83-2340
■全講座受講できない方でも、申込をお待ちしています。
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こころあわせて震災復興
第4回市民芸能連盟発表会

市民芸能連盟に加
盟する22団体が出演
します。ぜひお出か
けください。
■日時／4月16日�
開場午前11時30分、開演正午

■開場／市民会館大ホール
■入場／無料
■問い合わせ／市民芸能連盟吉楽
�82-9516

視覚障害者のため朗読
声のボランティア虹の会会員募集

声のボランティア虹の会では「声
の市報おぢや」を制作し、30年間視
覚障害者のみなさんにお届けしてい
ます。
テープレコーダーがあれば誰でも

できるボランティア活動です。

■問い合わせ／声のボランティア虹
の会　�82-8035

千谷工業団地
桜並木をライトアップ
千谷工業団地四社協議会（四社

会：たかの、日本ベアリング、ユ
キワ精工、三洋半
導体製造）では、
桜の開花時期にあ
わせ、工業団地公
園の桜並木のライ
トアップを予定しています。ぜひ、
美しい夜桜をご観賞ください。
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Information 教室・募集　　

■期間／５月19日～11月17日　毎週金曜日　計28回
■時間／午後７時30分～9時
■会場／小千谷市民会館
■受講料／無料（テキスト代実費）
■申込／５月8日�までに市民会館へ
■面談／５月12日�午後７時30分　市民会館（全員対象）

「Japanese language class for foreigners」
■Duration: 19May～17November every Friday Total 28lessons
■Time: 7:30-9:00pm
■Place: Ojiya civic center
■Fee: Free of charge (The text charge actual expenses)
■Application: Please apply to the civic center by May8 (Mon)
■Interview: Please come to the civic center at 7:30pm May 12th(All the 
applicants interview)

面向外国人的「日語教育班」
■期間／５月19日～11月17日　毎星期五　共28次
■時間／下午７点30分～９点
■学費／免費（新学生需要5,000左右教材費）
■会場／小千谷市民会館
■報名方法／在５月８日（星期一）以前向市民会館聨系
■面談／請在５月12日（星期五）下午7点30分去市民会館面談
（都需要面談）

外国人のための「日本語教室」
公民館　�82-9111

文部科学省所管の�国際青少年研
修協会では小学生から高校生のため
の夏休み海外派遣の参加者を募集し
ています。
■派遣先／米国、英国、豪州、カナダ、
ニュージーランド、シンガポール、
サイパン、カンボジア、フィジー
■内容・応募資格／各コースによっ
て対象や期
間、参加費、
申込締切など
内容が異なり　
ますので、事
前にお問い合
わせください。

■締め切り／
6月9日�=サイパン・オースト
ラリアスクール体験・フィジー・
オーストラリアジュニアをご希望
の方
6月20日�=上記以外の事業

■詳細・問い合わせ・資料請求／
（財）国際青少年研修協会
〒160-0004東京都新宿区四谷2-
11 大村ビル3階
�03-3359-8421
fax 03-3354-2207
E-mail info@kskk.or.jp
URL     http://www.kskk.or.jp
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０
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市税等の納期限
■5月１日 �
■固定資産税・都市計画税　
（第１期）
国民健康保険税（4月分）
介護保険料（4月分）

企画財政課 �83-3507

夏休み海外派遣参加者募集

※この事業は市の補助金制度の対
象となりますので詳しくは、企　
画財政課までお問い合わせくだ　
さい。



教室・成人式　　Information

成人になられた方々をお祝いし、成人式を挙行します。多数
のご出席をお待ちしています。
●日時／５月３日� 午後１時開式（午後３時終了予定）
●式場／市民会館
●受付／午前11時30分～
●内容　＊記念式典

＊アトラクション
＊記念撮影

●成人式該当者
昭和60年4月２日～61年４月１日に生まれた方

●その他
＊転入転出した方も該当します。
＊該当者が市外に転出されている場合は、本人にご連絡ください。
＊該当者個人に案内状は発送しません。
＊記念品として、後日記念写真を郵送しますので、希望される方
は下記の記念写真送付票（市控用・送付用）に記入のうえ当日
式場へご持参ください。

●問い合わせ／小千谷市公民館（市民会館内）�0258-82-9111

成人式記念写真送付票

電話または携帯

〒（　　ー　　　）
住　所

世帯主

　氏　名

　

電話または携帯

〒（　　ー　　　）
住　所

世帯主

　氏　名 　

（送付用）

22

（市控用）

き　り　と　り

き
　
り
　
と
　
り

お気軽にご参加ください。
■受講料／2,000円※5月11日�合
同開講式に徴収(その他用具、材
料費などは実費徴収)

■申込先／市民会館※電話申込可
■申込期限／各コース4月27日�
■合同開講式／5月11日�午後7時
から市民会館大会議室

○洋画コース
■期日／5月11日�～７月12日�
(5月11日以外は毎週水曜日)

■時間／午後7時～9時30分
■会場／市民会館
■内容／静物
■講師／中村えつさん（長岡市）
■定員／30人

○日本画コース
■期日／5月11日�～７月12日�
（5月11日以外は毎週水曜日）

■時間／午後7時～9時
■会場／市民会館
■内容／静物（描法の基本）
■講師／田中武夫さん（南魚沼市）
■定員／30人

○陶芸コース
■期日／5月11日�、12日�、19
日�、26日�、27日�、6月2日
�、9日�、16日�、23日�、
30日�、7月7日�、14日�
■時間／午後6時30分～8時30分　
（5月11日は午後7時～）

■会場／市民体育館
■内容／マグカップ、花瓶、湯飲茶
碗などの製作

■講師／陶友会会員
■定員／30人
■材料費／3,500円（5月11日に徴収）
■用意するもの/
エプロン、タオル1枚、手ぬぐい
1枚、ジュースなどの空き缶また
はビール瓶1本、広告紙2～3枚、
ビニール袋1枚、広口瓶1個

公民館 �82-9111

美術工芸教室 平成18年度 成　人　式
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Information くらし・教室

人口と世帯数（3月31日現在）

男 19,959人 △97 出生　26人

女 20,436人 △89 死亡　36人

合　計 40,395人 △186 転入　172人

世帯数 12,297世帯 △28 転出　348人

事故発生状況（3月31日現在）

件　数

死　者

傷　者

消防本部出動状況（3月31日現在）

火　災

救　急

気象データ3月

平均気温

最高気温

最低気温

降水量月計

小千谷地域消防本部速報値

18年3月

17.2℃

ー3.0℃

153.0㎜

3.1℃

過去10年の平均

369件 391件

0件 6件

18年3月まで 17年3月まで

59人 72人

0人 0人

46件 53件

18.0℃

ー3.9℃

169.6㎜

4.1℃
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小千谷市消防団では、地域の火災
予防や防災に関する広報、啓発など
防災活動を行うため、新たに女性消
防団員を募集しています。
■応募資格／市内在住で、年齢18歳
以上の健康な女性

■募集人員／20人程度
■活動内容／消防団が行う主要行事
への参加。火災予防、地域防災に
関する広報、啓発活動など

■申込・問い合わせ／
小千谷市消防課 （小千谷地域消
防本部庁舎内）

ボランティアグループによる5月
のおはなし会
■毎週火曜日／
午後3時30分～4時
5月2日、9日、16日、23日、30日

●毎月第3日曜日／
午後2時～2時30分　5月21日

●会場／図書館1階おはなしの部屋

絵を描きたい方、絵画の基礎を学
びたい方、どなたもお気軽にご参加
ください。
■期日／5月20日、27日、6月17日、
24日、7月8日、22日、8月5日、
26日、9月9日、30日
（いずれも土曜日）

※日程が変更になる場合もあります。
■時間／午後1時～午後4時
■会場／市民会館
■内容／絵画の基礎
(素描、混色、彩色、
構図)

■講師／菊地美秋さん(県展委員・
県展無鑑査)

■定員／40人
■受講料／2,000円※5月20日に徴
収（その他用具・材料費などは実
費徴収）

■用意する物／鉛筆(B．4B)※水彩
用具などの用具については5月20
日に説明します。

■申込期限／5月10日�
■問い合わせ・申込／市民会館
※電話申込可

問　題 4月4日�川井
小学校児童２人が一日
○○署長を務めました。
さて、次のうちの何署
長でしょうか。
①税務　　②警察　　③消防
（ヒントＰ20ページ）

応募先 〒947－8501小千谷市役所総務
課広報広聴係あて（住所不要）

締　切 4月24日（当日消印有効）
3月号の答えは、③山本山中腹でした。
抽選の結果次の方が当選しました。
瀬下光夫さん　大川正子さん　
甲野喜一郎さん

ちぢみの里の利用券が当たる 解答をはがきでお送りください。
正解者の中から、抽選で3人に
ちぢみの里の利用券を贈呈します。
市報おぢやの感想もあると担当は
うれしいのですが…

公民館 �82-9111

絵画教室（基礎講座）

消防課 �83-0235

女性消防団員募集

国民健康保険税の納税通知書を発送

国民健康保険税の納税通知書（４月～６月納付分)を4月14日�
に発送します。
今回の納税通知書に記載された金額は、住民税などが確定しない

ために、仮に決定したものです。平成18年度国民健康保険税の年
間納税額は、７月に確定してから改めて通知します。
なお４月～６月中に社会保険加入などの理由により国民健康保険

でなくなった場合でも納めていただくことがあります。詳しくは変
更届を提出する際にお尋ねください。
○４月は就職など異動の多い時期です。変更があった場合は、お早
めに届け出ください。

○納税には便利で簡単な口座振替をお勧めします。口座振替の依頼
は市内金融機関の窓口でお申込みください。

◆保険税のお問い合わせ／税務課　�83-3508
◆変更届などの窓口／市民生活課　�83-3509

図書館 �82-2724

５月おはなしの会



市内の中学校の卒業式も全て終わった３月末の休日の夕方、私は東小千谷中学
校前にスケッチに来ました。この学校の生徒には、中越大震災で大きな被害を受
けた生徒が多いと知っていたので「卒業おめでとう、良く頑張ったね」というメ
ッセージを込めて描かせてもらいました。
新学年になれば、グラウンドいっぱいに君たちの後輩たちが元気いっぱいの掛

け声をあげて、君たちの後押しをしてくれるでしょう。
（絵と文は西脇正久さん）

小千谷を描く Ｎｏ２9３　東 小 千 谷 中 学 校 前 に 来 て

平成18年４月10日発行　№８２６編集：小千谷市総務課 �0258（83）3506
〒947－8501 小千谷市城内２－７－5 �0258（83）2789

この広報紙は再生紙（古紙100％）を使用しています。
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